
市議会議員と話そう！会 
市議会議員の瀬戸裕美子と永井悦子  

を交え、身近なまちの問題について  

情報交換や話し合いをします。  

どなたでも参加できます。  

お問い合わせはネット事務所  

  （Tel&Fax 859-0264）まで。  

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

３月定例市議会（２月２７日～３月１９日）が終了しました。 
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今議会で「アイラブつくばまちづくり寄附基金条例」が可決されました。この条例は、

ふるさと納税や定額給付金など市へ寄附する場合の受け皿として基金を設置するというもので

す。小さな善意・意志が集まって、市のまちづくり事業が起こせるー良い仕組みだと思います。

しかし、今回の条例には「事業の指定」「公表」がありません。 
全国の状況を調べてみたところ、寄附金の使い途を指定したり、結果の公表を定めた‘寄附条

例’を決めている自治体がたくさんありました。永井議員が「条例に明示すべきではな

いか？」と議会で質疑したところ、市からは‘規則で示す’と答弁がありました。しかし、条例

は議会の議決を経て決められますが、規則は市長の決裁のみで制定できます。 
寄附をする人の中には、市ではなかなか手の回らない事業―例えば、福祉や教育の充実や子育

て支援に使ってほしいなど、使い途を指定したい場合もあると思います。しかし、今回の条例で

はそういった意志を尊重する点が明記されていません。また「環境保全基金条例」も可決しまし

たが、「アイラブ～条例」と同様の問題があります。 
つくば・市民ネットワークでは、寄附する方の意志や善意を尊重してこそ、寄附金が

活かせると考えています。受け皿である寄附基金設置の条例だけでなく、寄附金の受け方や使い

方に関してルールが必要です。規則ではなく、きちんと‘寄附条例’で定めるべきと、

市へ提案していきます。 

月 日 開催時間 場 所 
５／１３（水） １０～１２ さくら団地集会所予定 

５／１６（土） １３：３０～１５ 並木公民館 

５／１９（火） １０～１２ 六斗の森多目的ホール 

５／２１（木） １０～１２ カピオ小会議室 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 
☆詳しい内容は、４月中旬発行予定の「つくば・市民ネットワーク通信第１８号」に掲載します。 

配布ご希望の方はつくば・市民ネットワーク事務局（℡８５９－０２６４）までご連絡ください。 

 

 

 

「協同労働の労働組合法（仮称）」の速やかな制定を求める請願」と「産業廃棄物施設建設反対を求める請願」は継続して審議が

必要と、継続審議になりました。 

議案・請願の内容 

（ 可決・採 択：○ 

否決・不採択：× ） 
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各会派の所属議員（敬称略） 

＊：会派代表 

（定数３３・議長：鈴木、欠席：大坪、馬場） 
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１．つくば市学校等適正配置計画について 

２．つくば市教育振興基本計画について 

３．特別支援教育について 

４．地区懇談会について 

 
 
１．総合計画後期基本計画策定について 

２．第２次環境基本計画の策定について 

３．環境政策（環境スタイル計画）について 

４．学校給食センター整備基本計画について 
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議案・請願の採択結果（３月議会）

 
 
 

 
つくば市民にとって「つくば市議会」とは何でしょうか？２０００年の地方分権法により地方自

治体ごとに財源も確保しまちづくりをすすめるという自主自律が求められています。そのため、市

民の代表である議員が議論を通して政策決定を行う議会の責任は大変大きくなっています。 
本来、議会の役割は「１．市長・行政の監視をする、２．質問質疑権を通して政策

の修正や代案を示す、３．政策立案を行う」の３つですが、つくば市議会の現状について

は、「何をやっているのか分からない」「チェック機能が果たせていない」という市民

の声が多く寄せられています。 
これまでも、つくば・市民ネットワークは「議員定数等調査特別委員会」の中で、先ず議会のあ

り方について議論すべきと主張してきました。市民の負託に応えるために、議会のあるべき姿・進

むべき方向、議会運営のルール等を定める議会基本条例の制定に向け調査研究を行うべきと考えて

います。  
そこで、議会の基盤づくりを目指し、「１．全員参加型の議会改革推進委員会（仮称）

の設置 ２．議会基本条例制定の検討」の２点を議長へ申し入れました。 
富士に登るも一歩から…あるべき姿を目指し、ねばり強く働きかけていきます。 


